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No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

１

竹
重
遺
跡

弥
生
時
代

２

警
固
屋
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

３

奈
良
二
ツ
池
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

４

奈
良
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

５

伊
幸
田
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

６

尾
迫
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

７

助
政
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

８

尾
中
遺
跡

弥
生
時
代

９

月
輪
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

10

地
家
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

11

藤
尾
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

12

蓮
輪
遺
跡

古
墳
時
代
～
平
安
時
代

13

浜
城
Ａ
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

14

浜
城
Ｂ
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

15

浜
城
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

　
現
在
、
麻
郷
公
民
館
区
域
内
で
『
遺
跡
』
が
約

39
ヵ
所
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
旧
田

布
施
工
業
高
校
周
辺
か
ら
田
布
施
川
河
口
周
辺
に

か
け
て
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
の
時
代
も
、
縄
文
時
代
～
江
戸
時
代
と
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

問
社
会
教
育
課　
☎
25
‐
３
１
８
５

麻
郷
公
民
館
区
域
内
の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す

◇お詫びと訂正
　3月 9日号の『東田布施公民館区域内の遺跡を紹介します』において、14ページの東田布施公民館の位置が違っていました。
　また、15ページのリスト 27番の説明欄で『墳丘の大半が削併平』とあるのは『墳丘の大半が削平』の誤りです。お詫びし
　て訂正します。
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私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
　
No. 

128

石
丸 

貴
博

20
歳
を
迎
え
て

No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

16

神
過
原
遺
跡

旧
田
布
施
工
業
高
等
学
校
に
あ
る
丘
陵
部
分
。
学
校
造
成
の
際
、
大
量
の
弥
生
時
代
の
遺
物

が
出
土
。
１
９
９
３
年
の
分
布
調
査
で
も
、
縄
文
時
代
～
中
世
の
土
器
が
出
土
。

17

三
宅
遺
跡

旧
田
布
施
工
業
高
等
高
校
の
南
東
側
の
丘
陵
。
縄
文
時
代
～
中
世
の
土
器
を
確
認
。
三
宅（
＝

屯
倉
）
は
、
朝
廷
の
直
轄
領
を
意
味
す
る
地
名
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

18

萩
尾
五
郎
部
遺
跡

弥
生
～
中
世
。
２
０
１
６
年
の
調
査
で
ピ
ッ
ト
９
基
、
溝
１
条
と
土
器
片
を
確
認
。

19

松
本
遺
跡

試
掘
調
査
で
土
師
器
、
瓦
質
土
器
、
須
恵
器
が
出
土
。

20

八
頭
遺
跡

試
掘
調
査
で
弥
生
土
器
や
土
師
器
が
埋
ま
っ
て
い
た
土
坑
や
複
数
の
柱
穴
を
確
認
。

21

一
神
堂
遺
跡

試
掘
調
査
で
柱
穴
２
つ
と
弥
生
土
器
を
確
認
。

22

三
坪
遺
跡

弥
生
時
代
を
中
心
と
し
た
集
落
遺
跡
。
縄
文
時
代
～
中
世
の
遺
構・遺
物
が
多
数
出
土
。
現
在
、

発
掘
調
査
中
。

23

平
原
遺
跡

試
掘
調
査
で
柱
穴
と
土
師
器
、
瓦
質
土
器
を
確
認
。

24

田
中
遺
跡

試
掘
調
査
で
土
坑
、
溝
、
柱
穴
？
と
土
師
器
を
確
認
。

25

見
用
遺
跡

試
掘
調
査
で
住
居
跡
、
溝
、
土
坑
、
柱
穴
と
土
師
器
、
須
恵
器
を
確
認
。

26

下
板
倉
遺
跡

試
掘
調
査
で
須
恵
器
が
出
土
。

27

有
宗
遺
跡

試
掘
調
査
で
弥
生
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
質
土
器
が
出
土
。

28

守
吉
遺
跡

試
掘
調
査
で
溝
、
土
坑
、
柱
穴
と
弥
生
土
器
、
土
師
器
、
石
製
の
矢
じ
り
を
確
認
。

29

山
崎
原
遺
跡

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
丘
陵
部
分
。
４
回
調
査
が
行
わ
れ
、
１
～
３
回
目
の
調
査
で
縄
文
～
古
墳

時
代
の
土
器
片
を
、
４
回
目
の
調
査
で
土
坑
や
柱
穴
、
弥
生
土
器
や
黒
曜
石
製
の
矢
じ
り
を
確
認
。

30

高
塔
古
墳
群

標
高
約
40
～
50
ｍ
の
山
頂
尾
根
筋
に
３
基
の
古
墳
（
円
墳
）。
１
号
墳
は
径
20
ｍ
の
円
墳
で
、

石
棺
が
露
出
。

31

上
八
海
古
墳
群

新
八
海
橋
を
田
布
施
側
に
渡
っ
て
北
側
の
丘
陵
。
６
基
の
古
墳
を
確
認
。
南
側
の
1
基
は
天

神
山
古
墳
と
呼
ば
れ
る
全
長
約
30
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
天
神
社
の
境
内
に
あ
る
。
他
の
北

側
の
５
基
は
、
径
約
５
～
15
ｍ
の
円
墳
。

32

下
八
海
古
墳
群

新
八
海
橋
を
田
布
施
側
に
渡
っ
て
南
側
の
丘
陵
。
４
基
の
古
墳
を
確
認
。
北
側
の
1
基
は
円

形
も
し
く
は
前
方
後
円
墳
形
の
墳
丘
で
、
墳
頂
に
蟹
守
様
の
祠
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
墳
丘
の

径
は
20
～
30
ｍ
。

33

田
布
施
川
河
床
遺
跡

河
川
の
床
か
ら
縄
文
～
古
墳
時
代
の
土
器
と
貝
殻
多
数
と
少
量
の
動
物
の
骨
を
発
見
。

34

麻
郷
塩
田
源
治
郎
浜
跡

１
７
７
１
（
明
和
８
）
年
に
矢
田
部
善
五
郎
と
他
１
人
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

35

麻
郷
塩
田
鳥
越
浜
跡

１
７
７
６
（
安
永
５
）
年
に
内
藤
市
三
郎
と
他
１
人
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

36

麻
郷
塩
田
長
田
屋
浜
跡

１
８
０
６
（
文
化
３
）
年
に
岸
半
右
衛
門
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

37

麻
郷
塩
田
御
開
作
浜
跡

寛
政
期
（
１
７
８
９
～
１
８
０
０
年
）
に
大
野
毛
利
氏
（
毛
利
家
一
門
）
に
よ
っ
て
築
立
さ

れ
た
塩
田
跡
。

38

麻
郷
塩
田
菊
屋
浜
跡

１
７
３
８
（
元
文
３
）
年
に
庄
屋
・
中
道
吉
衛
門
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

39

麻
郷
塩
田
大
黒
屋
浜
跡

１
８
０
２
（
享
和
２
）
年
に
久
保
新
左
衛
門
に
よ
っ
て
築
立
し
た
塩
田
跡
。

　
わ
た
し
は
、
こ
の
１
月
に
晴
れ
て

成
人
式
を
迎
え
、
よ
う
や
く
大
人
の

仲
間
入
り
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。成
人
式
当
日
は
、

田
布
施
中
学
校
時
代
の
友
人
た
ち
を

は
じ
め
恩
師
に
も
お
会
い
で
き
、
思

い
出
話
に
花
が
咲
く
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
中
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
国
立
大
島
商
船
高
専
に
入
学

し
、
現
在
ま
で
海
技
従
事
者
に
な
る

た
め
に
講
義
や
実
習
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
昨
年
度
、
そ
の
養
成
課
程

で
日
本
丸
と
い
う
大
型
船
に
乗
船

し
、
３
ヵ
月
間
の
国
内
航
海
と
２
ヵ

月
間
の
遠
洋
航
海
を
経
験
し
ま
し

た
。船
で
は
そ
の
閉
鎖
空
間
の
中
で
、

１
０
０
人
以
上
の
実
習
生
が
長
期
間

の
共
同
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
狭

い
船
内
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
ほ
と

ん
ど
無
い
た
め
、
普
段
よ
り
も
他
人

を
思
い
や
っ
た
言
動
を
心
掛
け
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
物

理
的
に
も
精
神
的
に
も
制
限
さ
れ
た

環
境
の
下
で
の
生
活
は
、
対
人
関
係

に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
良

い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
わ
た
し
た

ち
は
必
ず
何
ら
か
の
集
団
に
属
し
て

い
ま
す
。
学
校
、
職
場
、
あ
る
い
は

住
ま
う
地
域
な
ど
と
い
っ
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
中

で
、
人
と
の
交
流
は
生
活
か
ら
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
相
手
の
立
場
で
物
事
を

考
え
、
思
い
や
り
を
持
つ
と
い
っ
た

こ
と
は
、
生
き
る
上
で
非
常
に
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
船
で
の
生
活

を
通
じ
て
、
そ
の
よ
う
に
人
と
支
え

合
い
な
が
ら
生
き
る
姿
勢
の
大
切
さ

を
身
を
も
っ
て
学
べ
た
こ
と
が
、
何

よ
り
も
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
20
歳
に
な
り
、
社
会
人
を
目
前
に

控
え
た
現
在
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

今
ま
で
以
上
に
困
難
に
直
面
す
る
こ

と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、

ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
他
人
を
思
い

や
る
心
を
忘
れ
ず
、
人
と
支
え
合
え

る
人
間
に
な
り
た
い
と
わ
た
し
は
思

い
ま
す
。


